














要約:先天異常モニタリングの統計的方法は、異常数がポアソン分布にしたがうという仮

定でよいことがわかった。その結果、出産後 1週間以内の観察で、全外表奇形のベースラ

インがほぼ 1%で、これまでのところ日本各地で地域差のないことがわかった。各先天異

常の出産間隔(待ち時間)を用いて無脳症の出産が減少していること、ダウン症には変化が

ないことを図示した。


